
ルール、基本動作、ゲーム ○ ○ ○ 取り組み

スキルテスト

評価方法等

取り組み

スキルテスト

科目の目標 運動の合理的、計画的な実践を通して、楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を継続することができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身に付けるようにする。生涯にわたって運動を継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、協力する、責任を果たす、参画する、1人1人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

知 思 主

学習の内容と進め方 各学習内容について、安全と個々の技術や体力に配慮しながら、課題解決のため主体的に取り組む事ができるよう進めて行きます。

学習の留意点 安全に配慮し、個々の力を尊重しあい、協力しながら学習に取り組みましょう。

知識・技能 体の動かし方や用具の操作方法などの具体的な知識と運動の実践を通して、各領域の特性や楽しさを味わうとともに、技能や攻防ができているか。

思考・判断・表現 自他の課題を発見し、合理的で計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、考えたことを他者に伝えることができているか。
主体的に取り組む態度 公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、違いを尊重しようとする意欲を持ち、健康、安全を確保できているか。

学

期
月

1 保健体育 体育 3

　令和６年度  シラバス （ 　）

学年 教 科 科 目 単位数
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担当教員 展開 使用教科書

評価
規準

Bの状況に達成していない段階にある。

思考・判断・表現

A Bを上回る状況を達成している。

B 各領域において課題を見つけ、解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間が考えたことを他者に伝えている。

C Bの状況に達成していない段階にある。

知識・技能

A Bを上回る状況を達成している。

B 基本的な体の動かし方や用具の操作方法を理解し、各領域の基本的な技能を身に付けている。

C

主体的に取り組む態度

A Bを上回る状況を達成している。

B 他と協調しながら安全に配慮し主体的に取り組もうとしている。

C Bの状況に達成していない段階にある。

2

1

単 元 具体的な学習内容
評価の観点

○ ○ ○

体ほぐし、体力を高める運動

予
定
時
数

○ ○

オリエンテーション（1時間） ○

○

基本的な技3

3 マット運動（回転系・巧技系）の ○ ○ ○

2

3 パークゴルフ（９時間） #REF!

ルール、マナー、道具の使い方

○ ○ ○

3

3 ダンス（５時間） #REF!

3 地域との連携

○ ○ ○

2 クラスパフォーマンス練習

1

小計

3

バレーボール（１１時間）

2

3

1

一

学

期

4

5

6

1

3

器械運動（９時間）

スポーツテスト（４時間）

7

3 体つくり運動・集団行動（５時間）

2

二

学

期

3

36

バドミントン（１４時間）

○

3

2 バスケットボール（１３時間） ルール、基本動作、ゲーム ○ ○

記録、レポート

3

○

3

2 陸上競技（８時間） 短/長距離走、幅跳び、リレー ○ ○

3

ルール、基本動作、ゲーム ○ ○3

3

○

2

3

3

1 体育理論（１時間）

2

3

47

3

スキー（８時間） プルークボーゲン、プルークターンほか ○ ○ ○2 取り組み

スキルテスト

○ ○3

3

○

合計

22

体育理論（1時間）1

三

学

期

105

2

1

2

評価の
観点

小計

1

2

3

小計

○ ○

3

記録、レポート

8

9

10

11

12

記録、レポート

2

軽スポーツ（１３時間） ルール、基本動作、ゲーム


